
Ｍ－ＳＩＰ研修の展開ステップ

あるべき姿
の理解と認
識

課題形成と
そのプロセ
スを通じ強
烈な危機感
と改善意欲
の高揚を図
る

革新行動の
実践及び評
価

フェーズ１：Ｍ－ＳＩＰ分析と自己内観
管理者個人としての自己革新のテーマの明確化と実行の決意

フェーズ２：自宅内観
自己革新行動の実践と内省の習慣化

フェーズ３：職場改善計画
管理者の自己革新が組織に及ぼす影響力の体感と、

それに基づく組織開発への挑戦

ステップ２
人生に於ける幸せな生き
方について考える。

ステップ３
組織人としてのあるべき姿
について確信を持つ

ステップ４
自己のあるべき姿につい
て現状を内省する。

ステップ５
他人という鏡に映った自分
を内省し、自己を正しく認

ステップ６
①自分の現状について
ギャップ認識を更に決
定的なモノにする。

②ギャップ発生原因の究
明と改善策の立案を行

う。

ステップ７
自己革新行動の実践を決
意する。

ステップ８
ＴＡ手法を会得する。

ステップ９
①自己革新行動を実践する。
②ＴＡ手法の実践により内省
を習慣化する。

ステップ１１
①理想的職場のイメージを
形成する。

②その実現に向けた意欲を

ステップ１２
①職場改善計画を立案。
②特に自己の役割認識と
改善意欲を高める。

ステップ１３
①改善がより確実に継続す
る為の歯止め策を多面的
に考える。

ステップ１０
①自己革新成果の確認と勇気
づけを行う。

②自己革新行動が組織に及ぼ

ステップ１ Ｍ－ＳＩＰアンケート～分析


